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オンライン服薬指導の
医療DXとしての位置づけ
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オンライン服薬指導と
関連法規 整備の流れ



2019 年（令和元年）：
改正薬機法においてオンライン服薬指導が法整備化。

2020 年 （令和2年）
9 月 1 日に施行

2020 年（令和2年）
時限的・特例的な対応として、画像のない電話等を用いた服薬指導が可能に（いわゆׅる0410対応）

2022 年（令和4年）3月31日 改正省令等が公布。同日より施行
服薬指導の通信方法は、映像及び音声による対応（音声のみは不可）

2022 年（令和4年）９月30日 薬機法施行規則改正
「オンライン服薬指導の実施要領について」

（令和４年９月30日付け薬生発0930第１号厚生労働省医薬・生活衛生局長通知）

処方箋の取り扱いについて改訂
薬剤師が自宅等においてオンライン服薬指導を行う事ができるようになった

オンライン服薬指導の制度化

新型コロナウイル
ス感染症の拡大
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https://www.nichiyaku.or.jp/pharmacyinfo/onlinemedicationguidance/index.html



処方箋受付から服薬指導に至る
業務の流れと注目ポイント



引用）日本薬剤師会：医療DX・薬局機能向上・地域医薬品提供体制に係る全国担当者会議について





オンライン服薬指導実施にあたっての基本的な考え方

⚫薬剤師と患者間での継続した相互の信頼関係

➢ 例）すでに馴染みのある患者さん（かかりつけ薬剤師等）から始める

⚫薬剤師と処方箋を交付した医師・歯科医師との連携確保

➢ 服用期間中のフォローアップ・オンライン服薬指導中断の判断

⚫患者の安全性確保のための体制確保

➢ 患者の生活圏にある薬局が望ましい

➢ へき地など特殊な環境下の場合は別途医療計画が必要

⚫患者の希望に基づく実施と患者の理解

➢ 対面に切り替える場合の判断基準

➢ 情報漏洩時の責任の所在

➢ その他薬局内の掲示やホームページに必要事項を周知する（次ページ参照）

参照：オンライン服薬指導について（前半）～制度と実務～ ｜日本薬剤師会



引用：オンライン服薬指導について（前半）～制度と実務～ ｜日本薬剤師会



⚫機器やネットワークの準備
➢ 患者・薬局双方での機器の準備、ネットワーク環境の整備が必要

⚫オンライン服薬指導に使用するシステム
➢ 汎用システムを使う：個人の識別（患者・薬剤師）/通信環境（セキュリティ）/プライバシー
➢ 専用システムを使う：予約・決算・セキュリティ等システムが内包されていることが多い

⚫処方箋の受け取り
➢ 直接薬局に持参
➢ 処方医が薬局に送付（患者の申出のもと）
➢ 原本を入手するまでの間は、ファクシミリ・メール等により送付されたデータを処方箋とみな

して調剤する。原本を入手したら、一緒に保管する（R4.9月30日改訂）

⚫予約等の調節
➢ 例１）オンライン服薬指導の専用時間帯を用意する
➢ 例２）他業務と並行して行う場合 時間帯で担当者を決めておく
➢ 例３）専用システムの機能をつかって予約管理する

オンライン服薬指導導入時の検討が必要なポイント





⚫服薬指導
➢ 初回アンケート・登録事項の確認 お薬手帳 場所
➢ 専用PCや専用対応ブースを用意するかどうか

（持ち運びできる環境・プライバシー保護・薬局内の業務導線を邪魔しない位置の確保）
➢ 対面での指導への切り替えは薬剤師の判断と責任に基づき、その都度行う

（患者の治療への理解度・医師の指導の状況・手技が必要な薬剤の初回投与等）
➢ 患者側の環境にあわせたプライバシー配慮（自宅・介護施設等）
➢ オンライン診療に規定する要件に、疑義がある場合（初診の場合の処方）

⚫薬剤の交付
➢ 郵送 確実に患者に授与されたかどうか電話等により確認する（配送記録等による確認も可）
➢ 直接お届け・家族にとりにきてもらう
➢ 品質保持、早急に授与する必要のある薬剤、麻薬・向精神薬・覚せい剤原、放射性医薬品、毒

薬劇薬等 都度、適切な配送方法を選択する

⚫費用の徴収
➢ クレジットカード決済・振込対応・電子決済等
➢ 配送費も請求してよい
➢ 後日来局時に徴収

オンライン服薬指導導入時の検討が必要なポイント

⚫領収書・明細書の発送
➢ 薬剤の交付と一緒
➢ 後日別途送付する



引用：オンライン服薬指導について（前半）～制度と実務～ ｜日本薬剤師会



オンライン服薬指導導入による
メリット・デメリット



オンライン服薬指導のメリット

ビスホスホネート薬などの特殊な内服方法の薬剤の内服方法
実際にどこに保存しているのか 薬剤や注射薬の自宅での保存方法
薬剤服用の様子を直接みせてもらう
服薬カレンダーを用いた内服状況の確認
ハイリスクな薬剤開始後の定期観察
適切なタイミングでの適切な薬学的管理

⚫服薬状況の確認

⚫選択肢の拡大：対面指導と在宅訪問指導とは異なる第３の情報収集方法ととらえる

患者さんの移動時間等の負担を軽減する代わりに、指導に時間をかけられる
若い世代の生活習慣病患者等への指導の可能性
高齢化による受診機会の低下に対応
遠方からの通院患者（へき地等）
出張が多い方・治療中断歴の多い方・在宅訪問を拒否される方
普段は対面で指導を行うが必要な時にすぐ切り替えられるようあらかじめ準備しておく

⚫感染症対策

薬局を選択する上での、立地による優位性の競争から脱却
薬剤師の自宅勤務の選択肢・働き方の多様化

⚫経営面の利点



オンライン服薬指導のデメリット
⚫取得情報 量と質の低下

➢ お薬手帳（紙の場合）・初回アンケートの確認
➢ 目から入ってくる情報の正確さ・情報量：在宅訪問指導＞対面（薬局）＞オンライン＞電話

⚫薬剤の授受が別に必要となる
➢ 自宅に届くまでに１－３日ロスがある
➢ 郵送の手配をするという手順がふえる
➢ 必要に応じて届けることもある
➢ 薬が手元にない状態で指導する

⚫機器・通信環境
➢ 機器・通信システムの導入費用・手間
➢ 機器操作の習得が必要（患者・薬剤師）

⚫他の業務への影響
➢ 薬局業務との両立のための人員
➢ プライバシー保護のため指導場所の確保

言葉での高度なコミュニケーションスキルが必要
電子お薬手帳等、他のデジタル技術の導入

急性期や症状が安定していない患者は向かない

トラブルにそなえて、
最初は融通の利く顔見知りの患者さんが望ましい

業務導線の変更や
必要に応じた設備への投資が必要な場合がある

デメリットへの対
応を考えることが
【安全性】の担保
として重要



オンライン服薬指導 活用の意義について（実例を踏まえて）

事例： 5歳男児。母親付き添い。
薬局のすぐ近くのマンションに住んでいて、小児の兄弟がいるご家庭。

2人目の子供がうまれてから、下の子が暴れるため薬局で待っていられない。
父親がいる日は、どちらかが薬を取りにこれるが、一人で育児をしている時は難しいと相談をうけた。

対応： オンライン服薬指導を提案して、承諾を得た。鼻炎と皮膚炎の臨時処方が出た際に実行した。
症状に合わせた臨時の処方であったため、薬剤は直接お届けした。
薬剤師と患者さん双方の都合のよい時間を相談して、夕方（営業時間内）に予約をし、
オンラインでの服薬指導を行った。
子供たちは、お風呂に入ったり、ご飯を食べた後の落ち着いた時間に落ち着いて話ができるため、
母親は喜んでいた。
食後のシロップの飲ませ方等、画面に映しながら実践してもらい指導を行うことが出来た。
オンライン服薬指導の準備をしていることは、事前に医師とも打ち合わせしていたので
オンラインを用いた初回時には、問題なく指導が行えたことをフィードバックした。

患者さんの利便のため・適切な薬物治療につなげるため

小児における
社会的なニーズ

必要に応じて郵送
以外の対応

本人（家族）
の同意

予約
導入により
QOL上昇

画像ならでは
の指導

処方医との連携




